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　昨年は、私たち大栄環境グループにとって創業40周
年という記念すべき年であり、また、5ヵ年にわたる第8次
経営計画スタートの年でもありました。おかげさまで、
2019年度の業績は計画を大きく上回り、売上高778億
円、経常利益については最終年度の2023年の目標であ
る180億円を超える成果を上げることができました。と
はいえ、2023年までの残り4年間で、 『100年企業への基
盤づくり』をより盤石なものとするために、達成すべき課
題はまだまだあります。
　いま、世界はこれまでにない変化の真っ只中にありま
す。2015年に採択されたパリ協定、同年の国連サミットで
策定されたSDGsを受け、世界各国で脱炭素化やCE（サー
キュラーエコノミー）など、人にも企業にも新しいマインド
セットが起きています。また、中国をはじめとするアジア各
国の廃プラスチック輸入規制、そして海洋プラスチックの
問題など、いわゆる「廃プラスチック問題」も、近年非常に
重要な課題となっています。日本国内では、少子高齢化に
よる労働生産人口の減少、技術競争力の低下といった課
題がますます顕在化し、持続的成長が困難になりつつあり
ます。一方で、AI・IoTに代表されるデジタル技術の飛躍的

な進展により、すべての産業は大変革期を迎えています。
私たちは、そういった社会全体の大きな変化をチャンスと
捉え、2020年度の経営方針を『新たなステージへの変革』
とし、ESG施策の推進に全力で取り組んでいます。
　まず、E（環境）リスクへの対応施策として推進している
のが、廃棄物処理・資源循環施設の増強です。2023年ま
でに設備投資を行い、事業を支える施設能力増強と、
M&Aや地域パートナーとの連携による事業エリアの拡
大を推進します。S（社会）リスクへの対応施策としては、
AI・IoTの活用による生産性向上や、産官学連携によるオ
ープンイノベーションとインキュベーションへの注力。こ
れらを手掛けるシンクタンクによる新事業創出やコンサ
ルティング事業を本格的に推進します。また、災害協定に
よる各自治体とのネットワーク強化など、頻発する自然
災害に対する備えにも力を入れています。そして、G（ガ
バナンス）リスクへの対応施策。大栄環境グループは創
業から40年を超え、将来の企業統治のあり方を見直すべ
き時期を迎えています。経営基盤構築のためのグループ
ガバナンス強化と内部統制システムの構築、さらには社
員の誰もが自らの意欲と能力を活かせる、多様な働き方・
生き方を実現するためのダイバーシティへの取り組みも
積極的に推進しています。

トップコミットメント

いまこそ、「新たなステージへの変革」の時。

目指す社会経営ビジョン 2030年までの目標 事業戦略

再生可能エネルギーを3倍に
（2015年度比）

再資源化量を2倍に
（2015年度比）

資源化可能物と有機性廃棄物の
埋め立て量を0に
地域循環共生圏を全国に12ヵ所構築

資源が循環する社会

低炭素社会

豊かな地域社会

E施策

S施策 G施策

事業の永続性を高め、
環境創造企業として

進化する

資源循環社会の担い手として、
使命と責任を心に刻む。

大栄環境グループは、2019年11月14日に「神戸ファッションプラザ・RINK」を取得し、
本部事務所を同ビルに移転予定。さまざまなテナント誘致により、にぎわいのある商業施設を目指します。

大栄環境株式会社
代表取締役社長

金子 文雄





09 10

　持続可能な社会の実現は、現代社会を生きる私たちの
共通の課題です。2015年に国連サミットで採択された
SDGsに沿って、世界中でさまざまな取り組みが行われ
ていますが、廃棄物処理やリサイクルの必要性について
の生活者の認知度や関心は、まだまだ十分とはいえない
状況です。ライフラインのひとつである廃棄物処理施設
は、地域社会にとって不可欠な存在でありながら、どうし
ても迷惑施設という捉えられ方をされがちです。
　そういったイメージを解消するには、地域循環共生圏の
確立をはじめ、さまざまな形で私たち大栄環境グループが
社会に貢献することが必要です。たとえば、地域から出た
ごみをエネルギーに変えて地域に還す。あるいは堆肥化す
ることで地域の農業に役立てる。大栄環境グループが培っ
てきた技術とノウハウを活かし、さまざまな形で私たちに
できることを模索しながら、地域に根差し、地域と共存共
栄していく必要があります。そのためには、官民の敷居を
越えた、新しい形の取り組みが必要になっていくでしょう。
　持続可能な社会の実現に向けて、私たちが解決すべき

課題はまだまだたくさんあります。昨今、注目の集まって
いる廃プラスチック問題もそのひとつ。他にも、最終処分
場容量の確保や、災害廃棄物処理への対応なども重要な
課題であるといえます。大栄環境グループでは、高効率
なリサイクル実現に向けたAIやIoT技術の導入にも、積
極的に取り組んでいます。
　いま、世界中の人々が新型コロナウイルス感染拡大防
止のために、生活様式や働き方を見直すことを余儀なく
されています。外出制限や地域間の越境制限といったか
つてない経験を経て、自立・分散型の地域循環共生圏の
必要性はますます高まると考えられます。廃棄物処理と
いう重要なライフラインを担う大栄環境グループは、業
界のリーディングカンパニーとして、これまで以上に地
域と共に歩み、地域の期待に応えていきます。

　三重県伊賀市にある、さくらRCは、伊賀市の一般廃棄物
の集積・一時保管を行っている中継施設です。大栄環境グ
ループは2019年8月より、入札を経てこの業務を受託運営
しています。伊賀市の約4万世帯から出される一日当たり
約70tの可燃ごみは、一旦さくらRCに搬入され、積み替え
後、複合型リサイクル施設である三重RC内のエネルギー
プラザで焼却します。
　元々、さくらRCはRDF（固形燃料）製造施設として伊賀市
の可燃ごみを受け入れていましたが、RDF発電事業の終了
に伴って2019年7月末で施設の稼働も終了することになり
ました。地元との間で締結した施設の稼働期限も迫ってい
たこともあり、当初は伊賀市の収集車で直接エネルギープ
ラザに可燃ごみを搬入する計画を検討しましたが、搬入の
待ち時間が長くなることや、排ガスや騒音といった近隣へ
の影響を考慮し断念。中継施設の新規建設という案も出ま
したが、投資コストの問題などで見送られました。そこで、地
域住民の皆さまにご理解をいただいた上で、さくらRC内を
中継施設に改造し、利用することになりました。

　大栄環境グループではこれまでにも関西・東海圏を中心
に、同様の積み替え業務を行う中継施設を運営しており、さ
まざまなノウハウを蓄積してきました。これら多くの市町
村での実績を活かし、実際の運営に即した適切な改造工事
が実施できたことなど、さくらRCの中継施設としての立ち
上げにあたってはグループの総力を結集しました。また、三
重RCの業務を通じて地域との信頼関係を築き上げてきた
ことも、スムーズな運営開始につながったといえます。
　少子高齢化や都市部への人口集中による担い手不足、あ
るいは財政状況の厳しさなど、廃棄物処理施設の維持・運
営は多くの市町村が抱える課題です。しかし、廃棄物処理
の広域化・集約化にも多くの障壁があります。そんな中、伊
賀市が一般廃棄物の処理を100％民間委託に踏み切った
ことは、“官から民へ”という大きな流れを生むターニング
ポイントとなる可能性があります。
　伊賀市のごみ分別はRDF化を前提としたものだったた
め非常に種類が多く、簡素化したいという市民の声もあり
ます。より効率的な分別方法を提案し、市民サービスにつな
げていくことも私たちの仕事のひとつ。環境創造都市とし
て伊賀市を盛り上げ、地域循環共生圏のモデルとして成功
させることは大栄環境グループの重要な役割です。

地域と共に、地域のために。
その想いこそが、
持続可能な社会の基盤。

地域循環共生圏によるローカルSDGsへの挑戦

持続可能な社会の
実現を目指して

三重中央開発株式会社
三重リサイクルセンター
副所長

前山 泰彦 民間事業者ならではのサービスで、
伊賀市を環境創造都市に。

さくらRCからエネルギープラザに運ばれた可燃ごみは、発電やトランスヒートコンテナシステムによる熱供給などエネルギーとしてリサイクルされる。

地域循環共生圏の概念図

工場エリア

農・畜産エリア

生活エリア

山林エリア
エネルギーセンター





























各リサイクル法に基づいた施設を保有し、お客様のあらゆるニーズに対応しています。
総許可能力の約70％は一般廃棄物処理としての許可も有しています。
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企業概要／施設規模企業概要／バリューチェーン／ビジネスモデル

選別・破砕・再資源化施設 総処理能力

廃棄物処理サービスのライフサイクル

ビジネスモデル

事業プロセス

廃棄物発生

金属買取 リサイクル

収集運搬 中間処理 最終処分

INPUT

人的資源

従業員数　2,285人
          796人

収集運搬量

1,397,112t/年

中間処理量

1,444,444t/年

最終処分量

1,337,785t/年

マテリアルリサイクル

278,007t/年

太陽光発電

5,806千kWh/年

各種サービス

経営理念

241,843t-CO2
エネルギー起源CO2

経営ビジョン
の実現

SDGs
「私たちの約束」

の実現

施設由来　43,604t-CO2
車両由来　20,445t-CO2
非エネルギー起源CO2

焼却由来　154,378t-CO2
埋立由来　23,149t-CO2
水処理由来　268t-CO2

水資源

281千m3

社会基盤

収集エリア　39都道府県
　　　　　 615市町村

財務的資源

純資産　55,464百万円
知的財産

特　許　16件
商　標　19件
天然資源

　　　　エネルギー　

購入電力  37,862千kＷｈ
都市ガス　595千m3
L P G 15t
重　　　油　3,806kℓ
再 生 油 3,316kℓ
灯　　　油　7kℓ
軽　　　油　11,396kℓ
ガ ソリン 　236kℓ
B D F 313kℓ
天然ガス　8千m3
　　　　 水資源　

上水道水 234千m3
工業用水　249千m3
地 下 水 89千m3
雨　　　水　4千m3
循 環 水 18千m3

再 生 C R 　70,097t/年
エムワンアース　64,692t/年
木材チップ原料　46,835t/年
石膏ボード　17,259t/年
金 属 類 17,184t/年
R P F 13,961t/年
そ の 他 47,977t/年

サーマルリサイクル

52,599千kWh/年

事業活動

OUTPUT

成果・影響

環境負荷＋

環境負荷－

水の使用電力消費

CO2排出

41,034t/日
最終処分場 総設置許可容量

28,717千㎥

分別・不溶化施設

4,840t/日

浄化(抽出)施設

3,088t/日

浄化(溶融・分解)施設

487t/日

焼却・焙焼・ガス化改質施設 総焼却処理能力

2,067t/日

※表は主要施設のみ
※2020年3月末

▶ p.24

▶ p.06

2020年6月現在

西宮RC（焼却）
三木RC（焼却）
三重RC（焼却）
三重RC（焙焼）
三重RC エネルギープラザ（焼却）
三重RC エネルギープラザ（焙焼）
DINS関西㈱（焼却）

事業所 処理能力　 発電能力
50t/日

213t/日
187t/日
636t/日
200t/日

850kW

150t/日
130t/日

800kW
800kW

4,000kW

㈱DINS堺バイオエタノール事業所（焼却）
㈱クリーンステージ（ガス化改質・溶融）

86t/日
95t/日 1,500kW

1,950kW

和泉RC（管理型最終処分場）
三木RC（管理型最終処分場） 
三重RC（管理型最終処分場）

設置許可容量
3,381,011m3

9,339,977m3

12,813,401m3

御坊RC（管理型最終処分場）
 大栄アメット㈱（安定型最終処分場）

㈱東北エコークリーン（管理型最終処分場）
86,000m3

249,995m3

DINS北海道㈱（管理型最終処分場） 186,689m3

京都RC（管理型最終処分場）
 1,375,441m3

1,285,268m3

和泉RC

DINS関西㈱

粉河RC

㈱DINS堺バイオエタノール事業所

西宮RC

㈱DINS堺RAC事業所

三木RC
六甲RC

㈱DINS堺R&E事業所

三重RC

大阪・泉州建廃処理事業㈱

京都RC
尼崎RC

御坊RC

大栄アメット㈱

事業所 処理能力
913t/日

321t/日

234t/日

1,058t/日

329t/日

2,121t/日

12,395t/日
426t/日

103t/日

1,335t/日
和歌山RC 7,027t/日

880t/日

2,007t/日
169t/日

337t/日

三基開発㈱ 146t/日
メジャーヴィーナス・ジャパン㈱ 2,416t/日
㈱神戸ポートリサイクル 399t/日
㈱グリーンアローズ関西 566t/日

1,356t/日

400t/日
4,440t/日

三重RC
㈱ジオレ・ジャパン

㈱ジオレ・ジャパン

三重RC
㈱ジオレ・ジャパン

事業所 処理能力

事業所 処理能力

事業所

事業所

処理能力

377t/日
110t/日

3,088t/日

※RC=リサイクルセンター

汚染土壌処理

㈱共同土木 東京中間処理工場 3,829t/日
㈱共同土木 千葉中間処理工場 1,867t/日
㈱共同土木 埼玉中間処理工場 800t/日

温室効果ガス排出量
CO2排出量
総計

-42,000t-CO2
温室効果ガス吸収量

CO2吸収量

水処理施設
からの放水

専属協力会社
従業員数

事業の永続性を高め、
環境創造企業として

進化する
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企業概要／グループネットワーク

大栄環境グループ（同一資本）

共同出資会社

地域との連携事業

大栄環境株式会社

三重中央開発株式会社
三重県伊賀市予野字鉢屋4713番地

株式会社摂津
兵庫県尼崎市東塚口町2丁目4番27号

株式会社摂津清運
兵庫県尼崎市東塚口町2丁目4番27号

DINS 関西株式会社
大阪府堺市西区築港新町1丁5番38
※2020年5月、株式会社GEより社名変更

株式会社DINS堺
大阪府堺市西区築港新町4丁2番3号

株式会社総合農林
兵庫県神戸市東灘区向洋町東2丁目2番4号

株式会社ディンズ環境分析センター
三重県伊賀市治田3598番地の12

大阪・泉州建廃処理事業株式会社
大阪府和泉市平井町861番3

大栄環境エンジニアリング株式会社
兵庫県神戸市東灘区向洋町東 2丁目2番4号

大栄環境運輸株式会社
兵庫県神戸市東灘区向洋町東 2丁目2番4号

株式会社丸与商店
兵庫県芦屋市楠町3番13号

有限会社芦屋浄水
兵庫県芦屋市楠町3番13号

株式会社クリエイトナビ
兵庫県神戸市東灘区向洋町中 2丁目 9 番 15号 
神戸ファッションプラザ 7 階 （2020年 9月移転）

三基開発株式会社
北海道空知郡南幌町南15線西23番地

京都かんきょう株式会社
京都府京都市右京区西院東中水町 8・9番地

福知山ゴルフ株式会社
京都府福知山市字畑中194番地

株式会社ソフトウェアトータルサービス
大阪府大阪市北区東天満 2丁目9番 4号
千代田ビル東館 10Ｆ

株式会社大栄環境総研
東京都中央区日本橋1丁目4番1号　
日本橋1丁目三井ビルディング 5階

株式会社東北エコークリーン
福島県田村郡小野町大字塩庭字熊田 38番地

大栄アメット株式会社
京都府福知山市土師宮町1丁目17番地

株式会社共同土木
埼玉県上尾市原新町 26-1

DINS北海道株式会社
北海道勇払郡安平町安平 562番地14
※2020年7月、株式会社リブロックより社名変更

株式会社プラファクトリー
大阪府堺市西区築港新町四丁2番3号

農事組合法人 ねぎぼ～ず
三重県伊賀市予野字柿木川 11654番地

事業内容

本社所在地

設立年月日

代表取締役社長

資本金

従業員数

総合リサイクル事業、廃棄物処理事業 他

大阪府和泉市テクノステージ二丁目3番28号

1979年10月17日

金子 文雄

9,000万円

2,328名

2020年6月現在

関西営業部

大栄環境グループ事業拠点

 ■再資源化施設  30ヵ所
■その他事業拠点  8ヵ所
■営業所  7ヵ所
■保有森林  32ヵ所
■その他  11ヵ所

知床ウトロ（5ha）

屈斜路湖①（14ha）
屈斜路湖②（1.8ha）
とかち清水（54ha）

三基開発株式会社
DINS北海道株式会社

那須湯本①（33,000㎡）

株式会社東北エコークリーン
株式会社共同土木 埼玉中間処理工場

東京エコファクトリー

株式会社共同土木 東京中間処理工場

株式会社共同土木 千葉中間処理工場
株式会社共同土木 袖ヶ浦積替保管施設

株式会社メジャーヴィーナス・ジャパン

関東営業部
株式会社大栄環境総研
株式会社アイエスブイ・ジャパン
株式会社イーアイアイ

名古屋営業所

粉河リサイクルセンター

和泉リサイクルセンター

大阪・泉州建廃処理事業株式会社

株式会社クリーンステージ

DINS関西株式会社

株式会社DINS堺 RAC 事業所
株式会社DINS堺 バイオエタノール事業所

株式会社DINS堺 R&E 事業所
株式会社プラファクトリー

株式会社グリーンアローズ関西

堺営業所
和泉リサイクル環境公園
株式会社ソフトウェアトータルサービス有限会社芦屋浄水

株式会社丸与商店

株式会社摂津

株式会社神戸ポートリサイクル

株式会社クリエイトナビ
株式会社コウキ

株式会社ジオレ・ジャパン

尼崎リサイクルセンター

トライアール事業所

西宮リサイクルセンター
六甲リサイクルセンター

御坊リサイクルセンター
和歌山リサイクルセンター
和歌山営業所

那須湯本②（1,900㎡）

上総富津（70ha）
伊豆伊東（392ha）
伊豆柿崎（6,000㎡）
伊豆須崎（３ha）三重大台（1,309ha）

株式会社エコクリーン大和郡山
株式会社総合農林 十津川事務所
大和十津川（1,375ha）
紀伊龍神（1,659ha）

南紀古座川（100ha）
南紀勝浦（152ha）

上総君津（900㎡）

大雪愛別（165ha）
当別町高岡（4.3ha）

恵庭市盤尻（0.9ha）

洞爺東湖畔（22ha）

北軽井沢 長野原（360㎡）

北軽井沢 嬬恋（4,400㎡）

信州戸隠（24ha）

飛騨すずらん高原（1,400㎡）

摂津三田（54ha）

美作市大原(17.5 ha)

小野市来住町（0.6ha）
上郡町高山（15ha）

宮崎三股（2,234ha）
株式会社総合農林 宮崎事務所

農事組合法人 槇の里
三木リサイクルセンター
福知山ゴルフ株式会社

北近畿営業所

大栄アメット株式会社 京都リサイクルセンター
京都かんきょう株式会社

近江八幡エコサービス株式会社

農事組合法人 里山

農事組合法人 ねぎぼ～ず

中部営業部
三重リサイクルセンター

長万部（116ha）

道南砂原（177ha）
道南木古内（180ha）

株式会社ジオレ・ジャパン
兵庫県尼崎市東浜町1番地の1

メジャーヴィーナス・ジャパン株式会社
東京都千代田区大手町1丁目7番2号
東京サンケイビル15階

株式会社クリーンステージ
大阪府和泉市テクノステージ2丁目3番30号

株式会社神戸ポートリサイクル
兵庫県神戸市中央区港島9丁目13番地

株式会社アイエスブイ・ジャパン
東京都港区港南2丁目4番8号大島ビル3階301号室

株式会社グローバル・エンバイロメンタル・テクノロジー
大阪府泉佐野市高松東1丁目10番37号
泉佐野センタービルサウスコア21（509号）

近江八幡エコサービス株式会社
滋賀県近江八幡市竹町1143

株式会社エコクリーン大和郡山
奈良県大和郡山市紺屋町 23番地1　
アーバンハイム郡山 202号室

株式会社グリーンアローズホールディングス
東京都港区芝公園2丁目4番1号A-10階

株式会社グリーンアローズ関西
大阪府堺市西区築港新町4丁2番3号

株式会社イーアイアイ
東京都港区西新橋1丁目2番9号 
日比谷セントラルビル14階

株式会社コウキ
兵庫県西宮市浜脇町6-23　　　　　　　

農事組合法人 里山
三重県伊賀市予野字鉢屋 4713番地

農事組合法人 槇の里
兵庫県三木市口吉川町吉祥寺字谷 132番地の 8



「エッセンシャル・ビジネスをより高次元に」
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第三者意見2019年度 財務情報／従業員数

　約40年前、4人でスタートした大栄環境は、現在、従業員
2,300人を超える日本有数の廃棄物処理とリサイクルを中心
とする環境産業に成長しています。企業が設立して40年存続
すること自体が稀なことですが、その上、事業の幅と規模を拡
大してこられたことに心から敬意を表します。創業者である下
地氏、業界の革命児として事業の発展に邁進された金子氏の
リーダーシップは素晴らしいの一言です。
　今回のコロナ禍は廃棄物の処理をエッセンシャル・ビジネ
スと位置付けました。神戸市須磨区の清掃事務所での職員ク
ラスター感染は、廃棄物処理事業は決して容易なものではな
く、使命感と技術を要する主体がなしえる社会に不可欠な事
業と認識されました。しかし、関係者に問われるのはここから
の更なる飛躍です。大栄環境には、その中核としての役割が期
待されます。今回の報告書を読んで、大栄環境の持つ経営哲学
を次のように受け止めています。①社会のニーズを捉える、そ
して常に先陣をきる、②公共性を認識する、しっかりと利益を
上げつつ、社会貢献の理解を得る、の二つです。
　かつて創業の地である大阪府和泉市の和泉リサイクル環境
公園を訪れ、驚き、そして感動しました。お花畑や植物園、サッ
カーコートが、埋立地のあとに綺麗に整備され、それがあたか
も公共施設のように利用され、地域の名所となっています。ま
た、徹底した最終処分場の排水処理対策、そしてソーラー・エ
ネルギー開発です。最近では、更にウイングを広げ、吸収源対
策としての山林の取得、兵庫県三木市でのイオングループと
協力した食品リサイクル事業の展開もあります。
　今日、世界の先進企業は、CSRからESG投資の取り込み、そ
してSDGsを達成するという新たなステージへ激しく移行し

ています。SDGsは、従来の企業論理を超えて、より高次元なロ
ジックからの行動を期待しています。私は、先進的な企業は次
のような理念で行動することが必要だと理解しています。
・本業の中に目標達成を取り込む、製品の作り方やサービス提
　供の仕方を再検討する、必要な投資とコスト削減を並行して
　考案する
・社会貢献活動の延長として取り組む、地域活動への参加や
　寄付など間接的な応援を行う
　市場原理だけでは、世界も企業も破綻します。現在、喫緊の
世界的な課題である、気候変動・地球温暖化、廃プラスチック
による海洋汚染、コロナ等ウイルスによる感染症、これらは、い
ずれも地球に生きる全ての人類や生物の共有財産であり、全
ての国、全ての人々が協力し、責任を分担し合って行動するこ
とにより、初めて前進が可能となります。残念ながら、現状は各
国が自己第一主義に流れ、見通しは決して明るくありません。
しかし、そうした状況に甘んじることなく、自らが取り組めるこ
とを継続して実施する、それをしっかりと発信していくことが
重要です。わかってもらう努力を続けましょう。沈黙、あるいは
垂れ流しの情報は何も情報を発しないことと同じです。それを
行う者のみが、新時代に羽ばたけるのです。時代は動いていま
す。地理的な空間は多くが既に消費されつくしていますが、情
報空間はまだまだ広がっています。新たな5Gを始めとした技
術を活用しつつ、新時代の廃棄物・リサイクルの世界を築き上
げるリーダーとしての役割を大栄環境に期待します。自分しか
できないことは何か、世間の価値観がぶれても自分はひるま
ない信念の確立、社会に大切な仕事を通してできる貢献を、一
緒に考え、行動していきましょう。

一般財団法人日本環境衛生センター 理事長

南川 秀樹
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「和泉リサイクル環境公園」
正面に見える岩湧山の山並みが美しく、豊か
な自然と調和するように和泉リサイクル環境
公園はあります。ゲートをくぐると四季折々
の花が咲き、来る人を笑顔にさせてくれま
す。訪れた時はラベンダー畑の緑が優しく、

ポピーに色とりどりに咲くバラが綺麗でし
た。梅園では、梅の実の収穫を楽しみにさ
れている人も多いそうです。かつての最終
処分場が、人の手を経て市民の憩いの場所
へと生まれ変わり、未来への懸け橋となって
います。（画家 須飼秀和）

（単位:百万円）

売上高 経常利益 総資産（※） 純資産

33,758

77,820

10,158

20,567

102,765

155,889

28,520

55,464

大栄環境（株）（単体）

大栄環境（株）＋子会社

大栄環境㈱+子会社の財務状況は、それぞれの決算の単純合算です。
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大栄環境（株）＋子会社 売上高
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大栄環境（株）＋子会社 総資産（※）
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※ 総資産の額は各社保有のグループ法人に対する債権額を控除した金額です。
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